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近から出土した「旱天
そうてん

」と書かれた墨
ぼく

書
しょ

土器などから、公的建物であった可

能性が強い。出雲市にはここと同じ

く、ふだん何気なく歩いている場所の

地下に遺跡が眠っていることが多い。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅から徒歩10分

天満宮前下車周辺

＜いにしえ＞2巻P14、7巻P19

出雲最大の古代集落

矢野
や の

遺跡
出雲市矢野町

＜指定＞市・史跡

出雲平野のほぼ真ん中

にある、縄文時代後期から中世にい

たる集落遺跡。弥生時代の住居跡や

貝塚、墓が確認されている。土器、石

器、骨角器、玉などの出土品がある。

貝塚からはヤマトシジミを中心とする

貝類、シカ、イノシシなどの獣骨が発

見されている。今ひとつ実体が明らか

でないが、県内最大級の遺跡と推定

される。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス15分

三中前下車、徒歩10分

＜いにしえ＞2巻P14

土塁
ど る い

を築いて守った城

半分
は ん ぶ

城跡
出雲市上塩冶町

県立出雲工業高校の

裏山にある、戦国時代の

山城跡。放射状に延びる尾根に大小

10カ所の郭
くるわ

、土塁、堀切
ほりきり

などがある。

16世紀のものと思われる石臼
いしうす

片、摺
すり

鉢
ばち

片、鎌、釘、土器などが出土してい

る。近くに塩冶判官屋敷
えんやはんがんやしき

があること

から、当時の守護
しゅ ご

・塩冶
えん や

氏が城主で

あったと推定されている。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

出雲工業高校前下車、徒歩20分

眺めは最高

鳶
と び

ヶ巣
す

城跡
出雲市西林木町

＜指定＞市・史跡

鳶ヶ巣山にあった山城

で、斐伊川を利用する交通路の要衝

を占めている。毛利元就
もうりもとなり

が尼子
あま ご

氏攻

略のために築城したと推定されてい

る。元亀2年（1571）の高瀬城攻略の

とき、吉川元春
きっかわもとはる

の拠点となった所で、

数カ所の郭が残っている。ハイキング

コ－スとして、総延長約1ｋｍの登山

道が整備されており、所要時間30分

である。ふもとには「しょうぶ園」が

設けられている。

＜交通＞一畑電鉄川跡または大寺下

車、徒歩1時間

国引き神話の舞台

長浜
な が は ま

海岸
出雲市西園・外園町

神戸川から差海
さし み

川

河口に弓状に広がる、約3ｋｍの砂浜

海岸。北は稲佐
いな さ

の浜に連なり、西は

湖陵海岸に続く。『出雲国風土記
いずも の く に ふ ど き

』の

国引き神話の舞台である「薗
その

の長浜」

にあたり、砂丘の地下深くから貝塚

などが見つかっている。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス30分

外園車庫下車、徒歩3分

＜いにしえ＞5巻P3

日本三大不動明王

光明寺
こ う み ょ う じ

出雲市馬木町

日蓮宗。創立年代は不詳、

開祖は日実と伝える。寛永8

年（ 1631）、顕妙院日伝により再建さ

れた。像高157cmの馬木不動尊
ま き ふ ど う そ ん

があ

り、一本の木で3体を彫ったと言われ、

千葉県の成田、東京目黒の不動尊と

ともに日本三大不動明王の1つと伝

承される。裏山には椎
しい

の木の原生林

がある。一般には馬木不動尊と呼ば

れる。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス15分

馬木下車徒歩すぐ

＜連絡先＞0853-48-0600

＜いにしえ＞6巻P41

奈良時代から続く古寺

神門
か ん ど

寺
じ

出雲市塩冶町

＜指定＞県・古文書、市・史

跡・書跡

別名「いろは寺」と言う。空海が当

寺でいろはの文字を作り、石に彫り

つけたとの伝承がある。境内には奈良

時代の瓦や塔の礎石
そせ き

があり、特異な

古瓦は、広島県北部との関係が深い。

所蔵の「墨書神門寺文書
ぼくしょかんどじもんじょ

」（南北朝期

から戦国期まで18点）は県指定で、

寺領の変遷を知るうえで貴重。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

塩冶または弓原下車、徒歩5分

＜連絡先＞0853-21-0698

白鳳
はくほう

の仏像

法王寺
ほ う お う じ

出雲市野尻町

＜指定＞国重文・工芸、

県・彫刻

天台宗。寺伝によれば、聖武
しょうむ

天皇

の勅願寺で、行基
ぎょうき

草創
そうそう

の寺院という。

中世には七堂伽藍
がら ん

の整備された天台

密教の大寺院であったと言われ、山

伏修験の霊場であったと考えられる。

金銅
こんどう

観音菩薩像御正体
かんのんぼさつぞうみしょうたい

、蔵王権現
ざおうごんげん

像御正体
ぞうみしょうたい

の3面の懸仏
かけぼとけ

（ 重文）、白鳳
はくほう

期の地方作とされる金銅造聖観音菩
こんどうぞうしょうかんのんぼ

薩
さつ

像（県指定）がある。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス45分

野尻下口下車、徒歩30分

＜連絡先＞0853-48-1467

＜いにしえ＞6巻P36

躍動美あふれる四天王
し て ん の う

像

大寺薬師
お お で ら や く し

・万福
ま ん ぷ く

寺
じ

出雲市東林木町

＜指定＞国重文・彫刻

現地には、多数の仏像を納

めた収蔵庫と万福寺本堂がある。万

福寺は、推古
すい こ

天皇時代に、鰐淵寺
がくえんじ

開

山の智春上人
ちしゅんしょうにん

が建立したと伝えられ、

もともとは現地より奥の広瀬にあった

らしい。大寺薬師には、本尊の薬師
やく し

如来坐像
にょらいざぞう

をはじめ、9体の仏像が納め

られている。中でも重文指定の四天

王像は平安時代の作で、力強い顔と

躍動感ある造形美にあふれた秀作。

＜交通＞一畑電鉄大寺駅から徒歩

15分

＜連絡先＞0853-24-1551

＜いにしえ＞6巻P40

出雲のことなら

出雲市浜町

＜指定＞県・考古資料

（上塩冶築山古墳出土品）

1990年に開館。豪農江角
えすみ

家住宅の

母屋と長屋門を移築した出雲屋敷。

出雲流の庭園、数寄屋
す き や

造りの松籟亭
しょうらいてい

、

独楽庵
どくらくあん

など、当時の生活空間を復元

している。隣りには、西出雲の歴史文

化を紹介する展示室がある。大念寺

古墳の石室の実物大模型をはじめ、

市内の遺跡出土品、美術品などを展

示。月曜・祝日の翌日休館。

＜交通＞一畑電鉄浜山公園北口駅

から徒歩15分

＜連絡先＞0853-21-2460

＜いにしえ＞4巻P9

庶民的展示品

出雲民芸館
出雲市知井宮町

1974年に開館。出雲

の豪農・山本家の米蔵、木材蔵を改

装・整備し、藍染
あいぞめ

、陶器、農具など、

庶民の民芸品を展示している。月曜

休館。

＜交通＞ＪＲ西出雲駅から徒歩10分

＜連絡先＞0853-22-6397

出
雲
部
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最高傑作の横穴式石室
よこあなしきせきしつ

上塩冶築山
か み え ん や つ き や ま

古墳
出雲市上塩冶町

＜指定＞国・史跡

神戸川東岸に位置する、

径40ｍ以上の円墳
えんぷん

（方墳
ほうふん

の可能性も

ある）。内部には全長14.6ｍの巨大で

整美な切石造
きりいしづく

りの横穴式石室があり、

中には家形石棺
いえがたせっかん

が2基置かれている。

発見は明治時代で、金銅製冠
こんどうせいかんむり

、銀環
ぎんかん

、

玉類、円頭大刀
えん と う た ち

、槍
やり

、馬具など豊富

な副葬品
ふくそうひん

（ 県指定）が出土、現在出

雲文化伝承館に展示されている。6世

紀終りごろの古墳としては、日本を

代表するものの1つである。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

島根医大入口下車、徒歩5分

＜いにしえ＞1巻P25、3巻P29

岩肌には穴・あな・アナ

上塩冶
か み え ん や

横穴墓
よ こ あ な ぼ

群
出雲市上塩冶町

出雲工業高校裏山にある

山陰最大規模の横穴墓群

で、150穴以上が知られている。38の

グル－プに分かれ、古墳時代終りご

ろの築造。天井部は屋根形など、さ

まざまな形のものがあり、おもしろい。

内部やその周辺から、土器、鉄刀
てっとう

、金
きん

糸
し

などが出土している。なかには中近

世に再利用された横穴墓もある。た

だし見学できるものは少ない。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

半分下車、徒歩15分

＜いにしえ＞3巻P20、7巻P14

県内最大の切石
きりいし

造り

地蔵山
じ ぞ う や ま

古墳
出雲市上塩冶町

＜指定＞国・史跡

出雲工業高校の北にある

こんもりした山が、実は古墳。墳丘は

後世に削られて形を変えているが、一

辺約15ｍ、高さ5ｍの方墳と考えられ

ている。全長9ｍの横穴式石室は壁・

天井ともに1枚の切石で造られてお

り、迫力十分。石室いっぱいに、石を

くり抜いた横口式
よこくちしき

の石棺・石床
せきしょう

が置

かれ、現在は石棺内に地蔵尊が祀ら

れている。この地域の最後の巨石墳

の1つと考えられている。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

出雲工業高校前下車、徒歩3分

＜いにしえ＞3巻P30

骨蔵器
こ つ ぞ う き

を持つ古墳

小坂
こ さ か

古墳
出雲市馬木町

＜指定＞県・史跡

古墳時代後期の刈山
かりやま

古墳

群の一角にある、径10数ｍの円墳。

切石造りの横穴式石室で、中に火葬

した骨を入れた器を納める石櫃
いしびつ

があ

り、奈良時代の蕨手
わらびて

刀、須恵器
す え き

が出

土している。これは、この古墳を奈良

時代に火葬墓として再利用したため

で、この地方の火葬のはじまりを知る

うえで貴重な資料。ちなみに石室の

造られた時代は6世紀末。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス15分

下朝山下車、徒歩15分

＜いにしえ＞3巻P29

ア－チ形のきれいな石室

放
は な

れ山
や ま

古墳
出雲市古志町

＜指定＞県・史跡

妙蓮寺山
みょうれんじやま

の東、標高約10

ｍの丘陵上にある径13ｍの円墳で、

古墳時代後期のもの。全長7ｍの横穴

式石室の側壁は、小型の石をレンガ

積みにしてア－チ状にしており、まる

でヨ－ロッパの橋のようだ。石の棺台
かんだい

があり、3人以上の人が葬られていた。

大正時代に発掘され、金メッキや銀

メッキをした刀、馬具類、金環
きんかん

、須恵

器などが出土している。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

古志本町下車、徒歩15分

＜いにしえ＞3巻P29

日本一大きな石棺

大念寺
だ い ね ん じ

古墳
出雲市今市町

＜指定＞国・史跡、市・考

古資料（出土品）

出雲高校北の大念寺裏山に位置す

る、全長92ｍ以上ある県内最大の前
ぜん

方後円墳
ぽうこうえんふん

。6世紀後半ごろのもので、

全長13ｍの横穴式石室があり、中に

は長さ3.3ｍ、幅1.7ｍ、高さ1.9ｍの

横口を持つ、日本最大の家形石棺が

置かれている。墳丘は、版築
はんちく

という当

時の高度な技術を使って土を固め、

崩れないようにしている。江戸時代後

期に発見され、金銅製履
くつ

、大刀、槍、

馬具などが出土している。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅から徒歩5分

＜いにしえ＞1巻P24、3巻P29

出雲最古級の横穴式石室

妙蓮寺山
み ょ う れ ん じ や ま

古墳
出雲市下古志町

＜指定＞県・史跡

妙蓮寺の裏山にある、全長

約50ｍ、6世紀後半の前方後円墳。

割石
わりいし

で構築された小型の横穴式石室

で、玄室
げんしつ

にはくりぬきの横口式家形

石棺を置く。入口にはほかに例のな

い、観音開きの2枚の切石の扉がある。

円頭大刀、馬具類、玉、腕輪、須恵

器などが出土している。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス15分

二軒茶屋下車、徒歩12分

＜いにしえ＞3巻P30

孤高の前方後円墳

北光寺
ほ っ こ う じ

古墳
出雲市東神西町

出雲大社口駅の南、標高

103ｍの丘陵頂上にあり、神
じん

西
ざい

湖、日本海が望める。墳丘は部分

的に崩れているが、全長65ｍの大型

の前方後円墳で、古墳時代中期のも

の。竪穴式石室
たてあなしきせきしつ

の一部が確認され、

石棺の破片と思われる割石
わりいし

と赤く塗

られた凝灰岩
ぎょうかいがん

の切石が散在している。

石室からは2本の鉄剣
てっけん

が出土したとい

う。

＜交通＞ＪＲ出雲大社口駅から徒歩

30分

法則？「高校の近くには
古墳がある」

宝塚
たからづか

古墳
出雲市下古志町

＜指定＞国・史跡

出雲西高校の南東にあり、

別名「一保塚
いっぽうつか

」とも呼ばれる。盛土
もりど

が

ほとんど失われ、石室の天井石の一

部が露出している。内部は切石造り

の横穴式石室であり、玄室内にはく

りぬきの横口式家形石棺（長さ2.3ｍ、

幅1.3ｍ、高さ1.5ｍ）を置く。発掘年

代は古く、出土品は明らかでないが、

6世紀終りごろのものと推定される。

なお、田んぼに水を張るころには、石

室にも水がたまるので要注意。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス15分

二軒茶屋下車、徒歩10分

＜いにしえ＞3巻P29

県内最古級の前方後円墳

大寺
お お て ら

古墳
出雲市東林木町

＜指定＞市・史跡

大寺薬師の裏山にあたる、

標高約30ｍの山の上にある全長約50

ｍの古墳時代前期の前方後円墳。後

円部の墳丘に葺石
ふきいし

がある。竪穴式石

室があり、副葬品の一部と思われる

鉄製の斧
おの

や大型の鍬先
くわさき

が発見されて

いる。出雲地方のもっとも古い時期

の前方後円墳として注目される。

＜交通＞一畑電鉄大寺駅から徒歩

15分

＜いにしえ＞3巻P24

弥生人のゴミステーション

多聞院
た も ん い ん

遺跡
出雲市知井宮町

＜指定＞市・史跡

多聞院の境内を中心に

広がる弥生時代の集落遺跡。1924年

以来、弥生時代の貝塚
かいづか

として知られ

ていた。出雲平野西部の旧「神門水
かんどのみず

海
うみ

」の海岸に近い微高地
び こ う ち

上にあり、現

在でも多聞院境内は周辺の水田面よ

り約2ｍ高くなっている。出土品は、

弥生時代の土器、古式土師器
こ し き は じ き

、石器
せっ き

、

骨角器
こっかくき

、貝輪
かい わ

片、土錘
どすい

など。

＜交通＞ＪＲ西出雲駅から徒歩10分

＜いにしえ＞2巻P14

弥生の王様ここに眠る

西谷
に し た に

墳墓群
出雲市大津町

出雲商業高校の東の丘

陵にある、弥生時代後期

から古墳時代に造られた墳墓群。6基

の四隅突出型墳丘墓
よすみとっしゅつがたふんきゅうぼ

を中心にたくさ

んの墳墓が造られている。島根大学

によって調査され、吉備
き び

地方から運

ばれたと考えられる葬式専用の壺や

器台
きだい

、北陸地方産の玉類などが出土。

古墳発生の謎を解く鍵として、全国

的に注目を集めている。

＜交通＞ＪＲ出雲市駅からバス10分

下来原下車、徒歩15分

＜いにしえ＞2巻P24、5巻P6

深い溝で守られた村

天神
て ん じ ん

遺跡
出雲市天神町

弥生時代から中世に及

ぶ神戸川の自然堤防上に

営まれた、東西約450ｍ、南北350ｍ

の範囲の大規模遺跡。弥生時代の墓、

溝、古墳時代の溝、古代・中世の建

物跡が土器とともに見つかっている。

天神南公園の南で検出された建物は、

柱穴が径約1～1.2ｍと大規模で、付

出雲市 出雲市立出雲文化　
伝承館

出雲平野の遺跡は謎が多いが、最近

になって大規模な発掘調査が始ま

り、ようやくその姿を現わしつつあ

る。そんな中で見落としがちなのが、

平野中央の荻杼
おぎとち

町にある「荻杼古
こ

墓
ぼ

」。1965年に偶然発見され、人骨

とともに常滑
とこなめ

系の甕
かめ

、13世紀中国

製の青磁椀
せいじわん

・皿が見つかっている。

これらは現在、国指定重要文化財。

出雲市立体育館には、大念寺古墳の墳丘の土層
どそう

の一部をはぎ取ったものが

保管してある。この古墳は調査で現代の工学博士をうならせるほどの技術

で、墳丘が造られていることがわかったからだ。重要なものだが、超大型の

じゅうたんのようで、持ち運ぶにもひと苦労。

出雲市と湖陵町にまたがる

神西湖
じんざいこ

は現在周囲約5kmの小

さな湖ですが、もとは数倍の大

きさであったことがわかってい

ます。

この湖は、奈良時代に編纂
へんさん

さ

れた『出雲国風土記』には神門

水海として記載され、現在日本

海へそそぐ神戸川（神門川）も、

宍道湖につながる斐伊川（出雲

大川）も、この湖にそそいでい

たと書かれています。1000年以

上の歳月により現在の景観に

変わったわけですが、その原因

の1つには、近世のたたらによ

る鉄生産が大きく影響したと

言われています。原料の砂鉄を

とるために多量の土砂を川に流

したため（鉄穴
か ん な

流し）、下流で急

速に堆積が進み、湖はどんどん

埋まり、さらには川底と平野の

高さが逆転し、天井川となった

というのです。

こうしてできた出雲平野の地

下には近世以前の遺跡が多く

眠っているはずで、実際に出雲

ドーム近くの矢野遺跡や出雲

市駅西側の天神遺跡など、平

野の真ん中に大規模な遺跡が

確認されています。これまでの

ところ確認されたもっとも古い

遺物は、矢野遺跡出土の縄文

後期（およそ3000年前）の土器

片で、弥生時代には遺跡がか

なり広がっていることも確かめ

られています。古墳時代には、

平野縁辺に全国有数の古墳も

築かれており、実体がもう一つ

明らかでないこれらの平野部の

遺跡が、これから注目されます。

神門水海
か ん ど の み ず う み
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